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 要 旨   
 アルコール依存（AD）は精神医学的、生理学的アルコール依存で特徴づけられる複合疾

患である。習慣的アルコール摂取を示す AD は高度に遺伝的である。本研究では、アルコ

ール摂取に関連する感受性遺伝子を同定するため、2286 名の白色人種を被験者とし、アフ

ィメトリクス SNP6.0 ジェノタイピングアレイを用いてコピー数多型（CNV）のゲノムワ

イドの相関研究を行った。また、1627 名の中国人被験者でも同様にして確認を行った。こ

の結果、CNV207（p-値 1.91E-03）、CNV1836（p-値 3.05E-03）がアルコール摂取に関連

することがわかった。CNV207 と CNV1836 はそれぞれ LTBP1（870kb）と FGD4（400kb）
遺伝子の下流に位置した。LTBP1 は TGFB1 の相互作用によってアルコール代謝に直接、

関わる酵素を負に制御する。FGD4 は GABAA 受容体の輸送、クラスタリングに重要で

CDC42 の活性化によってアルコール摂取に影響を与える。以上で見いだした CNV は AD
に関わる遺伝的機構に寄与する可能性がある。 
 
 
 
 

 




